京都

＜第一文＞１６００の仏教寺、４００の神社、２００の風格のある庭園・・・・・、京都には、（人類の）世界遺産に認定されている２０ばかりの史跡とともに、京都には国宝の約
２０％が集まっている。
＜第二文＞この数字は少なくとも驚くべきものであるが、しかし（国宝などは）単純な娯楽として集められたものであり、これはNicolas Bouvierの《日本年代記》（Payot版,　1989）の中の：《文化的密度が非常に濃く、皆知識を得たり、見分けたり、学んだりするのに忙しくしており、感じるという時間をもはや待ち合わせてはいない・・・》（という文章を）を思い出す。
＜第三文＞もしノーベル賞を輩出する３７もの大学のリストを加えるならば（国宝などの中に）、ある作家によるこんな格言を（この町に）用いる（or使う）ことができる。《でたらめに石を投げると、君は教授を傷つける！》
＜第四文＞（また京都は）部分的に植栽がなされている環境である。
＜第四文＞第二次世界大戦時の空襲や地震などの被害があったにもかかわらず、１１世紀もの間古い主都であったから、その代わりに、周囲の驚きとは別に、（京都の町が）コンクリートができるだけ早くひかれるのを（都市計画を）了承した際、その厄介な都市計画は、京都の街の周囲の美しさやメッセンジャーである観光客（←これが分かりません）を変えてしまうような、（京都の街に対して）容赦のないようなものであった。
＜第五文＞いずれにせよ、京都は例外的な街として今に残っている。



異訳になっているところもあるとは思うので、参考までに見てください。（ちなみに括弧の中は、勝手につけ足したものです。）
